
精進についても，これによって調達・生産 ・ 販売の考え方とし，

その過程II~~序にしたがっ て配列することになっている。

調達にあたる業務はこれを人 ・ 金 ・ 物の調達と，組織法規の

制定，訴訟というような作用の調達とに分けて ① 促進②

人事 ③ 経理 ④ 需品の 4 つの大わけをもうける。

っき.に調達と生産との中間業務一一これは広義の調達に含ま

れる業務であるがーーとして ⑤ 施設 ⑥ 車両船舶の 2 つ

の大わけをもうける。そして施設の区分に固定施設，車両船舶

の区分に移動施設についての業務を組み入れる。

つぎに，生産業務として ⑦ 愉送， 販売業務として ③ 

営業の大わけをもうける。輸送と営業との分界はかならずしも

はっきりしていないのであるが，通常 ， 販売業務が生産業務を

市場にi車絡せしめる業務であると理解されている考え方に照応

して，営業の分野を決定すべきである。すなわち輸送業務は，

一応それ自体として直接の対外関係をもたないのであって， 営

業業務は対外関係をもっとこ ろの市場開拓， 輸送予約その他の

取引活動的業務と考える。ただ突際においては，的確な区分が

至難なところも多く，便宜的な区分をせねばならないものもあ

るのはやむをえない。

以上の大わけのほかに， 最初に ， ⑨ 総務という大わけがあ

るが，これは白部門をもうけるため必要とな った業務， たとえ

ば自部門内人事のような業務である。すなわち， 仕事をするの

に自分の腹ごしらえをしたり，身なりをととのえたりするのが

⑥総務の業務に当り ， その上で，いろいろな本来の仕事をす

るのが大わけ①ないし③の業務に当る。大わけ総務は，ど

んな仕事をする剖i門にも必要なもので，かつ共通な業務である。

これを補助業務とも呼び，これだけを抽出して分鎖すると ， 分

類が簡潔になるという分類技術上の利益もあるし，これは共通

業務であるから各部門について比較して標準化したり ， またこ

れは と かく放漫にながれやすいものであるから，この業務量を

はっきり浮上らせ，各部門聞の比較によってこれに対する覧査

をする手段に用いることもできて，そういう理由によ っ て，と

くにこの大わけをもうけている。

つぎにこれらの大わけの各区分項目をさらに分けて，中わけ

の区分段階として表の よ うな業務区分を選定している。 中わけ

において， た と えば大わけ施設は⑥ 庶務 ・ ①線路等 10

の中わけにわけるが， ⑬ 庶務は， その属する大わけ内の各中

わけの共通業務あるいは総括的業務で， たとえば用地業務など

を組み入れる。

この規絡表は本社業務にも ， 地方結盟関業務にも現業後|期業務

にも ， 業務分類の規格と して共通に用いられて，各分類の統制

の役目をつとめている。またこれに付せられた分類記号が国鉄

全機附にわたって共通して， 大わけ ・ 中わけの固有記号となり，

分類型iJj:Jm番号となる。(岡村浩)

ぎょうむれんらくりょこうりょひ 業務連絡旅行旅費

国鉄職員の業務iill絡のためにする旅行に対して支給される旅

費。業務連絡とは，事務分掌の規程に定められている業務につ

いての述給を意味する。しかし事務分掌の規程に定められてい

る業務であって も ， その旅行の内容， 形態， 業務の性質等を勘

案してそれぞれ別個の定頒を定めている。したがって業務連絡

旅行総攻は，業務連絡のための旅行に対する旅費G!li絡旅費)

のー甑て'あって ， 業務連絡のための旅行がすべて含まれている

ものではない。業務連絡旅行の旅費以外に述絡旅~が支給され

るものにfl:'. 測量旅行の旅費(次年度以降の計画工事および未

指定工事の施行に必要な現地ilUl:!il:のための旅lJ') . 近距離旅行

の旅政(鉄道 100 km 未満， 軌道 ・ 自動車および船舶 50 km 未

きょうりょう

満，特殊船車 20km未満および徒歩 10km 未満の旅行).勤務

地内旅行の旅費(勤務箇所の所在する市町村内の旅行).一定

区威内旅行の旅費(日常の業務が常に旅行を伴ない その旅行

先がたえず異動する一定の職極にある者の旅行) . 常例用務旅

行の旅I[I{(旅行期務が常例的である者の旅行) . 応急作業旅行の

旅費(災害事故に伴なう旅行)がある。(背木秀夫)

きょうりょう 橋梁 (英) bridge 川， 谷， 海峡， 湖沼ある

いは交通路(運河， 道路， 鉄道)等を横切 り，その下方に空間

を存して建設された通路およびこれを支持する構造物の総称。

上部構造と下部情造の 2 つの部分からなる。上部情造は交通物

を直接支持する矯桁(はしげた)部分であり，下部構造はそれを

支持する僑台. m脚， 基礎工の総称である。用途により道路橋，

鉄道矯，水路僑， 併用橋等があり，また比較的水の少ない地点，

または街路等の上に架けられたものを陸締または高架僑という。

一般に使用材料により分類する と 木矯， 鉄筋コ γ クリ ー ト橋，

鏑橋であって，それぞれ木材， 鉄筋コ γ クリート ， 鋼材を主桁，

主榊の材料として使用したものである。そのほかプレストレス

トコ γ p リート橋， 合成桁，アルミ ニ ウム矯等が用いられてい

る。

下部併造は一般にコ γ クリ ー ト ， 鉄筋 コ ンクリートが多いが

鋼トレ ッスノレ ， あるいは石工とする場合がある。木矯は工事の

簡易と工費の低廉なこととにより， 剛度， 耐久性が乏しいにも

かかわらず，現在でも道路橋としては数多く使用されており ，

また工事用 ， 応急復旧用仮矯として使用されている。鉄桁とし

ては， 英国で 1776 年に架設された鋳鉄を使用したものを最初J

とし ， その後錬鉄桁が使用されたが， 現在はすべて鋼橋であり，

鋳鉄，錬鉄は特殊な部分に用いられているのみである。石工橋

として石， コンクリート ， れんが等で築造された橋梁が小{圭聞

の桁橋， またやや大きな径聞にはア ーチ橋として用いられたも

のが多い。

構造型式による種別として支承条件に よ り分類すると単純支

持の橋と，外的不憐定の橋に分けられる。自íj者には単純桁m.

単純トラス橋，ゲルパー橋. ?イドアーチ橋，ラソガー橋， ロ

ー ゼ「橋 . 7 イ ー レ γ デイ ー ノレ橋等があり，後者ーには述絞矯 2 ヒ

γ クア ー チ橋， 固定ア ーチ矯，ラ ー メ γ橋，吊(つり)矯等がある。

上部憐造のl!iIJ ・ 可動により大別して固定橋と可勤続とがあり ，

可動橋には旋回橋， 井関橋， 銚開橋等があり ， なおその他に輸

送橋と称せられるものがあるが例は少ない。鉄道橋としては，

明治 5 ・ 9 にわが国で最初の鉄道として開通した新橋 ・ 横浜聞に

23 箇所架設されたが，全部木矯であり ， そのうち六郷川崎梁は

木造トラス橋であった。

鉄製鉄道婦としてはl明治 7 ・ 5 に開通した神戸 ・ 大阪間の武庫

川， 下神崎川， 下十三川に錬鉄製ワ ー レ γ トラス径間 70' が用

いられた。その橋脚は木杭の上に基礎コ γ クリ ー トを施し ， そ

の上をれんが喜~~休を築造したもので，これが主要な構造物に

コソタリ ー トが使用された最初である。

鉄筋コ γ p リ ー ト鉄道橋としては明治 37 年に山陰線島田川

に支間1.83 m のア ー チ形暗渠(あんきょ)が用いられた。

現在では本線路における支間 3.5 m 以上の矯梁は， 木造と す

ることを建設規程に禁じられており ， それ以下の支問でも木橋

はほとんどない。一般に鏑橋および鉄筋コンクリ ート 橋が，そ

の条件に応じて有利な方が用いられている。

国鉄では，橋梁とは l 径間 1 m 以上のもの と し ， 橋台雨間 5

m以上を甲. 5 m 未満を乙と分類し，線路工作物として取扱っ

ている。

国鉄の鉄桁は， 昭和 30 年度末現在約 24.860 箇所， 総延長




